
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４０９ 

 

令和５年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 論理・表現Ⅱ ２ ２ 

・BIG DIPPER 

English Logic and Expression Ⅱ 

・BIG DIPPER 

English Logic and Expression Ⅱ 

レッスンブック 

・チャート式 BIG DIPPER 

  ビッグ・ディッパー高校英語 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「論理・表現Ⅱ」の授業は、英語で自分の伝えたいことを表現するために必要となる文法力を身につけて

いくことを目的としています。毎回の授業を大切にして、授業の中で文法事項を理解し、表現の基礎となる

基本例文を繰り返し音読し、覚えていきましょう。また、それを発展させるために、今度は練習問題に取り

組んでいきましょう。表現の仕方は一通りではありません。より多くの表現の仕方を学んでいきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・短い簡単なメッセ

ージやアナウンス

を聞いて、自分に

必要な情報を聞き

取ることができ

る。 

・身近なトピックに

関する短い会話を

聞いて、概要や要

点を理解すること

ができる。 
・ゆっくりはっき
りと話されれば、
身近な出来事に関
する短い説明を聞
き、要点を理解す
ることができる。 

・日常的な内容に関

する具体的な事柄

について書かれた

ものを読み、必要

な情報を読み取る

ことができる。 

・簡単な語や表現で

書かれた短い物語

を読み、あらすじ

を理解することが

できる。 
・身近なトピック
に関して簡単な語
句や表現を用いて
書かれた短い説明
や手紙を読み、概要
や要点を理解する
ことができる。 

・日常的な事柄や自

分のこと、身の回

りのことについ

て、簡単なやりと

りをすることがで

きる。 

・身近なトピックや

興味・関心のある

テーマについて、

前もって準備した

うえで、会話に参

加することができ

る。 
・身近なトピック
について、簡単な語
や表現を用いて意
見交換をすること
ができる。 

・身近な事柄や出来

事について、簡単

な語句や文を用い

て即興で話すこと

ができる。 

・身近なトピックや

興味・関心のある

テーマについて、

簡単な説明をする

ことができる。 
・身近なトピック
について、理由とと
もに自分の意見を
簡単に話すことが
できる。 

・自分が必要とする

事柄について、簡

単な語句や表現を

用いてメモやメッ

セージなどを書く

ことができる。 

・身近なトピックに

ついて、簡単な語

句や表現や用い

て、短い説明文を

書くことができ

る。 
・聞いたり読んだ
りした内容につい
て、簡単な語句や表
現を用いて意見や
感想を書くことが
できる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 



※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

外国語の音声や語彙、表現、文
法などの基礎的な知識を深める
とともに、これらの知識を、聞
くこと・読むこと・書くことに
よる実際のコミュニケーション
において、日常場面で活用でき
る。 

身近な話題である日常生活に関
することや社会的な事柄につい
て、大まかにとらえ、前もって
準備した上で、コミュニケーシ
ョンを行う状況に応じて、自分
自身のことや他者のことを表現
できる。 

外国語を通して学ぶ事物の背景
にある文化に関心を持ち、継続
して学習を進めながら、外国語
を用いて互いに意見を主体的に
交換できる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学期 課 
“題材名” 領域 評価規準 評価方法 

１ 

PART 1 
Lesson 

1〜5 
 

聞くこと 

a:英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b:日常的な話題（「学校生活」や「旅行の予定」など）について、必要な情報

を聞き取っている。 

c:日常的な話題（「学校生活」や「旅行の予定」など）について、必要な情報

を聞き取ろうとしている。 

定期考査/ 
リスニング 

テスト 
 

読むこと 

a:動詞（現在形・過去形・未来形・完了形）の意味や働きを理解している。 

b:身の回りの事柄（「学校生活」や「旅行の予定」など）に関する英語で 

書かれた短い説明を読んで概要を捉えている。 

c:身の回りの事柄（「学校生活」や「旅行の予定」など）について英語で 

書かれた短い説明を読んで概要を捉えようとしている。 

定期考査 

話すこと 
(やり取り） 

a:動詞（現在形・過去形・未来形・完了形）の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「学校生活」や「旅行の予定」など）について、基本的な 

語句や文を用いてやり取りができている。 

c:日常的な話題（「学校生活」や「旅行の予定」など）について、基本的な 

語句や文を用いて主体的にやり取りをしようとしている。 

スピーキン
グテスト 

話すこと
（発表） 

a:動詞（現在形・過去形・未来形・完了形）の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「学校生活」や「旅行の予定」など）について、基本的な 

語句や文を用いて話している。 

c:日常的な話題（「学校生活」や「旅行の予定」など）について、基本的な 

語句や文を用いて主体的に話そうとしている。 

スピーキン
グテスト 

書くこと 

a: 動詞（現在形・過去形・未来形・完了形）を使って、自分のことや身の回

りのもの（「学校生活」や「旅行の予定」など）について書くために必要な技

能を身に付けている。 

b:自分のことや身の回りのもの（「学校生活」や「旅行の予定」など）につい

て簡単な語句や文を用いて書いている。 

c:自分のことや身の回りのもの（「学校生活」や「旅行の予定」など）につい

て簡単な語句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査 

中間考査 
PART 1 
Lesson 
6〜10 

 
聞くこと 

a:英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b:日常的な話題（「文化」「趣味」など）について、必要な情報を聞き取って

いる。 

定期考査/ 
リスニング 

テスト 
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c:日常的な話題（「文化」「趣味」など）について、必要な情報を聞き取ろう

としている。 

読むこと 

a:態、不定詞、動名詞の意味や働きを理解している。 

b:身の回りの事柄（「文化」「趣味」など）に関する英語で書かれた短い説明

を読んで概要を捉えている。 

c:身の回りの事柄（「文化」「趣味」など）について英語で書かれた短い説明

を読んで概要を捉えようとしている。  

定期考査 

話すこと 
(やり取り） 

a:態、不定詞、動名詞の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「文化」「趣味」など）について、基本的な語句や文を用い

てやり取りしている。 

c:日常的な話題（「文化」「趣味」など）について、基本的な語句や文を用い

て主体的にやり取りしようとしている。 

スピーキン
グテスト 

話すこと
（発表） 

a:態、不定詞、動名詞の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「文化」「趣味」など）について、基本的な語句や文を用い

て話している。 

c:日常的な話題（「文化」「趣味」など）について、基本的な語句や文を用い

て主体的に話そうとしている。 

スピーキン
グテスト 

書くこと 

a: 態、不定詞、動名詞を使って、自分のことや身の回りのもの（「文化」「趣

味」など）について書くために必要な技能を身に付けている。 

b:自分のことや身の回りのもの（「文化」「趣味」など）について簡単な語句

や文を用いて書いている。 

c:自分のことや身の回りのもの（「文化」「趣味」など）について簡単な語句

や文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査 

期末考査 

２ 
PART 1 
Lesson 
11〜16 

 

聞くこと 

a:英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b:日常的な話題（「職業」「私の町」など）について、必要な情報を聞き取っ

ている。 

c:日常的な話題（「職業」「私の町」など）について、必要な情報を聞き取ろ

うとしている。 

定期考査/ 
リスニング 

テスト 
 

読むこと 

a:比較、関係詞、仮定法の意味や働きを理解している。 

b:身の回りの事柄（「職業」「私の町」など）に関する英語で書かれた短い説

明を読んで概要を捉えている。 

c:身の回りの事柄（「職業」「私の町」など）について英語で書かれた短い説

明を読んで概要を捉えようとしている。  

定期考査 

話すこと 
(やり取り） 

a:比較、関係詞、仮定法の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「職業」「私の町」など）について、基本的な語句や文を用

いてやり取りしている。 

c:日常的な話題（「職業」「私の町」など）について、基本的な語句や文を用

いて主体的にやり取りしようとしている。 

スピーキン
グテスト 
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話すこと
（発表） 

a:比較、関係詞、仮定法の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「職業」「私の町」など）について、基本的な語句や文を用

いて話している。 

c:日常的な話題（「職業」「私の町」など）について、基本的な語句や文を用

いて主体的に話そうとしている。 

スピーキン
グテスト 

書くこと 

a: 比較、関係詞、仮定法を使って、自分のことや身の回りのもの（「職業」

「私の町」など）について書くために必要な技能を身に付けている。 

b:自分のことや身の回りのもの（「職業」「私の町」など）について簡単な語

句や文を用いて書いている。 

c:自分のことや身の回りのもの（「職業」「私の町」など）について簡単な語

句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査 

中間考査 

PART 2 
Lesson 

1〜6 
 

聞くこと 

a:英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b:日常的な話題（「学校生活」「課外活動」など）について、必要な情報を聞

き取っている。 

c:日常的な話題（「学校生活」「課外活動」など）について、必要な情報を聞

き取ろうとしている。 

定期考査/ 
リスニング 

テスト 
 

読むこと 

a:勧誘、提案、意見などを表す語句の意味や働きを理解している。 

b:身の回りの事柄（「学校生活」「課外活動」など）に関する英語で書かれた

短い説明を読んで概要を捉えている。 

c: 身の回りの事柄（「学校生活」「課外活動」など）について英語で書かれ

た短い説明を読んで概要を捉えようとしている。  

定期考査 

話すこと 
(やり取り） 

a:勧誘、提案、意見などを表す語句の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「学校生活」「課外活動」など）について、基本的な語句や

文を用いてやり取りしている。 

c:日常的な話題（「学校生活」「課外活動」など）について、基本的な語句や

文を用いて主体的にやり取りしようとしている。 

スピーキン
グテスト 

話すこと
（発表） 

a:勧誘、提案、意見などを表す語句の意味や働きを理解している。 

b:日常的な話題（「学校生活」「課外活動」など）について、基本的な語句や

文を用いて話している。 

c:日常的な話題（「学校生活」「課外活動」など）について、基本的な語句や

文を用いて主体的に話そうとしている。 

スピーキン
グテスト 

書くこと 

a:勧誘、提案、意見などを書くために必要な技能を身に付けている。 

b:自分のことや身の回りのもの（「学校生活」「課外活動」など）について簡

単な語句や文を用いて書いている。 

c:自分のことや身の回りのもの（「学校生活」「課外活動」など）について簡

単な語句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査 

期末考査 

３ 
PART 2 
Lesson 
7〜12 

聞くこと 
a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 日常的な話題（「余暇」「失敗」など）について、必要な情報を聞き取っ

定期考査/ 
リスニング 

テスト 
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 ている。 

c: 日常的な話題（「余暇」「失敗」など）について、必要な情報を聞き取ろう

としている。 

 

読むこと 

a:感想、感謝、謝罪などを表す語句の意味や働きを理解している。 

b: 身の回りの事柄（「余暇」「失敗」など）に関する英語で書かれた短い説

明を読んで概要を捉えている。 

c: 身の回りの事柄（「余暇」「失敗」など）について英語で書かれた短い説

明を読んで概要を捉えようとしている。  

定期考査 

話すこと 
(やり取り） 

a: 感想、感謝、謝罪などを表す語句の意味や働きを理解している。 

b: 日常的な話題（「余暇」「失敗」など）について、基本的な語句や文を用

いてやり取りしている。 

c: 日常的な話題（「余暇」「失敗」など）について、基本的な語句や文を用

いて主体的にやり取りしようとしている。 

スピーキン
グテスト 

話すこと
（発表） 

a: 感想、感謝、謝罪などを表す語句の意味や働きを理解している。 

b: 日常的な話題（「余暇」「失敗」など）について、基本的な語句や文を用

いて話している。 

c: 日常的な話題（「余暇」「失敗」など）について、基本的な語句や文を用

いて主体的に話そうとしている。 

スピーキン
グテスト 

書くこと 

a: 感想、感謝、謝罪などを書くために必要な技能を身に付けている。 

b: 自分のことや身の回りのもの（「余暇」「失敗」など）について簡単な語

句や文を用いて書いている。 

c: 自分のことや身の回りのもの（「余暇」「失敗」など）について簡単な語

句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        

 


